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ほっかいどうチャレンジテスト

３

★先生方へ～解答欄の ～ は、問題結果登録の設問番号に対応しています。

次の計算をしましょう。

a b x y x y y（１）－３ （２ （ )÷a（ －４ ） ９ ＋６ ３） ２ ２

１＝－３ ＋１２a ab２

＝(９ ＋６ ×x y x y２ ２)
y３

２ ２

＝
９ ６x y x y＋

y y３ ３
x x y＝３ ＋２２

（３） ( )x x x x＋４)＋３ (１－
＝ ＋４ （４）５（ －２ ＋３ ）x x x x２ ２＋３ －３ a a b c

a a b a c＝ ＋４ ＝５ －１０ ＋１５x x x x２ ２ ２－３ ＋３
x x＝－２ ＋７２

次の式を展開しましょう。

（ －３)( ＋５） ( －４)( －８）（１ （２）） x y x x
＝ ＋５ －３ －１５ ＝ －１２ ＋３２xy x y x x２

次の式を因数分解しましょう。

２ ２（１） ＋１４ （２）２５－x x y＋４９
＝（ ＝（５＋ )(５－ ）x ＋７)２ y y

２ ２ ２（３）２ (４)x x x y yz－２ －１２ －２７ ＋１２
＝２( － －６) ＝－３ (９ －４ )x x y x z２ ２ ２

＝２( ＋２)( － ＝－３ (３ ＋２ )３ －２ ）x x y x z x z３) (

１
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a a b－３ ＋１２２

x x－２ ＋７２ a ab ac５ －１０ ＋１５２

＋５ －３ －１５xy x y －１２ ＋３２x x２

２
（ ＋７)x (５＋ )(５－ )y y

２( ＋２)( －３)x x －３ (３ ＋２ )(３ －２ ）y x z x z

乗法の公式（２）を利用して因数分

解します。
乗法の公式（４）を利用して因

数分解します。

すべての項に共通する

数を見付けることが大切

です。

※次のページにも、問題があります。

乗法の公式

x a x b x a b ab（１） ( ＋ )( ＋ )＝ ＋( ＋ )＋
２

２ ２ ２
（２） ( ＋ ) ＝ ＋２ ＋x a x ax a

２ ２ ２
（３） ( － ) ＝ －２ ＋x a x ax a

２ ２
（４） ( ＋ )( － )＝ －x a x a x a

２
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次の計算をしましょう。

(１) （２）

＝
＝ ＝

＝

＝ ＝
３５ ７

７

（３） （４）

＝＝

＝ ＝

５ （６）（ ）

＝

＝ ＝

＝ －

＝ ＝

＝ 、 ＝ のとき、式２ －２ の値を求x y x y２ ２

めましょう。
２ ２２ －２x y

＝２( － )x y２ ２

＝２( ＋ )( － ）x y x y

＝２{( )＋( )}{( )－( )}

＝２× ×

＝

８ × ５６

４８－ ７５ ２（ ８＋２ １２）

８ × ８× ７

２ ３５

４ ３ －５ ３

－ ３

２（２ ２＋４ ３）

４＋４ ６

（ ）の中の平方根を簡単な形に直して

から、分配法則を用いて計算します。

有理化後の約分を忘

れずに行いましょう。

８ ７

８ ７

－ ３ ４＋４ ６

１１２－ ２８＋ ７

４ ７－２ ７＋ ７

３ ７

３ ７

５

１５
－

２０

４

５ ５

２

１５ ５

５
－

２ ５

４

５ ５

２

８ ６
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※次のページにも、問題があります。
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６

７

７

７

７ ７

７ ７

１０＋１＋ １０－１ １０＋１－ １０＋１

の小数部分を とするとき （ ＋３)( ＋１）の値を から まa a a、 ア エ
での中から選びましょう。

６ ≒２．６４５７５ なのでア
小数部分は

１０＋４ －２イ a ＝
と表される。

５ （ ＋３)( ＋１）ウ a a

＝（ －２＋３)( －２＋１）
４＋２エ

＝（ ＋１)( －１）

＝７－１

＝６

大きさの異なる３つの円 、 、 があります。A B C
B A B C Bの面積は１０π㎝ で の半径は よりも１㎝長く の半径は２ 、 、

よりも１㎝短くなっています。
このとき、 の面積は の面積よりも何㎝ 大きいですか。A C ２

ただし円周率をπとします。

A B C
２１０π㎝

円 の半径を ㎝、円 の半径を ㎝とするとA Cx y

＝x

＝y
と表される。
円 と円 の面積の差はA C

π －π ＝π( ＋ )( － )x y x y２ ２y x

＝π( )( )

π＝ ×２×

＝ π

７

ア

７

７

１０－１

１０＋１

２ １０

４ １０
２π㎝４ １０

18

19

平方根のおよその値を理解し、整数

部分を把握して考えます。

それぞれの半径を式で表します。

※次のページにも、問題があります。
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８ 連続する２つの奇数について、次の問いに答えましょう。

（１）連続する２つの奇数の積に１を加えると、どのような数になるかを予
想しましょう。

３×５＋１＝１６
７×９＋１＝６４

９×１１＋１＝１００

＜予想＞

A（例）連続する２つの奇数の間の数の２乗になる。 ・・・

（２ （１）で予想したことが正しいことを、下の空欄に式や言葉を書き、）
証明しましょう。

を使って、＜証明＞連続する２つの奇数は、整数 n

２ －１ 、２ ＋１n n

と表される。このとき、連続する２つの奇数の積に
１を加えた数を式で表すと

(２ ＋１)(２ －１)＋１n n

＝（４ － )＋１n ２ １

２＝ ４n

２＝（２n）

となる。
連続する２つの奇数の積に１n は整数であるから、

を加えた数は

A＜予想＞

になる。

20

21

２ｎは、連続する３つの数２n－１、２ｎ、２ｎ＋１
の真ん中の数を表しています。

１６は３と５の間の数４の２乗

６４は７と９の間の数８の２乗

１００は９と１１の間の数１０の２乗

２１問中


